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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 また、金子豊美議員から資料の配付について

申出があり、会議規則第150条の規定により許

可いたしましたので、ご報告いたします。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 勝見英一朗議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位１番、議席番号２番、勝見

英一朗議員。 

○２番 勝見英一朗議員 政新長井の勝見です。

９月定例会で申し上げましたとおり、引き続き

全国学力・学習状況調査、以下、全国学調とい

たしますが、に関して質問いたします。答弁は

全て教育長にお願いいたします。 

 最初に、今年９月定例会の全国学調に関する

私の一般質問に対する教育長の答弁に関し、改

めて説明していただきたいことについて３点質

問いたします。 

 １点目です。９月定例会で平均正答率の全国

との差を基に質問したことに対し、教育長は答

弁で、全国学調の問題は毎年変わるので、全国

平均よりも一人一人の子供たちの様子を見てい

くことが大事だと言われました。全国学調の問

題が毎年変わるという認識には異論があるので

すが、今回はそれを置いておくことにして、で

は、本市では児童生徒の学力の全体像、どのよ

うな方法で把握されているのかお尋ねいたしま

す。 

○浅野敏明議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 おはようございます。 

 今、勝見議員からは、９月議会に引き続き全

国学調から見られる本市学校教育の諸課題につ

いて一問一答形式でご質問いただきました。 

 ９月議会の議事録に目を通しましたけども、

議員が求める意図を酌み取れず、議員の求めと

答弁にそごがあるということ、これを感じたと

ころであります。与えられた時間から答え切れ

ないところもありますが、その点もしんしゃく

していただければありがたいと思います。 

 まず、ご質問で貫かれているものに次の点が

あると受け止めました。１つ目、全国学調から

得られた様々な視点からの調査結果を通して、

長井市の学力や学習状況を客観的に分析し、課

題や今後の方向性を明らかに示すこと。２つ目、

全国学調の調査項目の結果から得られた課題や

その解決に向けた教育施策の方向性を市民に公

表する必要があるのではないかということ。３

つ目、米沢産業高校、仮称になります、や中高

一貫校設置の動きに対して、全国学調の客観的

なデータに基づいた長井市の特色ある教育を白

書として公表し、長井・西置賜の教育のよさと

存在意欲をアピールすること。次のように捉え


